
（単位：百万円）

予算要求額  収 益 的 収 支 単 年 度

資金収支前年度比 収入 支出 差引 

上 水 道

事 業

水 道 事 業 32,333 △3,711 20,271 18,531 1,740 △246

水道用水供給事業 1,042 △53 564 873 △309 △209

工業用水道事業 2,696 △231 1,918 1,664 254 18

下 水 道 事 業 57,336 251 31,621 31,142 479 △164

（施策目標と重点施策） ○拡：拡充事業 

お客さまが 
安心して 

おいしく飲める
水道

安全でおいしい水をお届けできるよう、遠賀川の

水質改善など、水質の向上に取り組みます。

・遠賀川の水質改善対策（１０百万円） 

安全で安心な 
まちを支える 
下水道

平成２５年７月の集中豪雨被害箇所への中長期対策に本格着手するほか、東日本大震災等

を踏まえ、浸水対策や下水道施設の地震対策に重点的に取り組み、安全で安心できる災害に

強いまちづくりを推進します。

○拡浸水対策事業（３,２００百万円）

○拡下水道の地震対策推進事業（１,５００百万円） 

環境未来都市 
を推進する 
上下水道 

低炭素社会の実現のため、エネルギー消費や環境負荷の

少ない事業運営を目指します。

・下水汚泥燃料化事業（１４４百万円）

・省エネルギー対策整備事業（６９百万円） 

世界・地域に 
貢献する 
上下水道

本市の持つ高い上下水道技術を積極的に海外で活用するとともに、水道事業の広域化や海

外水ビジネスを通じて、世界地域に貢献する上下水道を目指します。また、日明浄化センタ

ー新管理棟建替えに併せて整備した、水ビジネスの国際戦略拠点を活用した事業展開を図り

ます。

○拡水道事業の広域化（２８５百万円）                   

○拡海外事業の展開（１７９百万円） 

いつでも 
安定して 
供給できる 
水道 

自然災害や老朽化による漏水事故を未然に防ぐ対策として、引き続いて経年劣化した水道

施設の更新や耐震化を実施するとともに、災害が発生した場合でも安定した給水体制を確保

するため、バックアップ機能の強化にも取り組みます。

○拡水道の老朽管更新事業（５,６２２百万円）

・水道の地震等対策推進事業（９９５百万円） 

【要求の基本的な考え方】

上下水道局においては、老朽管更新、浸水対策、地震対策などの防災対策に積極的に取り組み、

安全で安心して暮らせる災害に強いまちづくりを推進するとともに、健全な経営の維持に努めます。

また、水道事業の広域化や海外事業の戦略的な推進に取り組みます。 

上 下 水 道 局

汚泥燃料化施設（日明）イメージ 


